
晴天の下での稲刈り体験
地元農家の鈴木浩慶さんの田んぼに集合。地元の方々に稲刈りのやり方を教わりながら、参加者の皆さんは丁寧に刈ってい
ました。稲刈り終了後、お米の乾燥機の見学など、稲から精米されるまでの過程を知ることができました。

式田体験ツアー開催 かわらばん
秋田市シティプロモーションモデル事業農山村編 2023年10月１日（日）

会場 秋田市河辺和田式田地区
主催 秋田市
運営 (一社)持続可能な地域社会総合研究所

“親子が式田で稲刈り体験する”ツアー開催
令和５年１０月１日「秋田市シティプロモーションモデル事業」の一環として河辺和田式田地区において
稲刈り体験ツアーが開催された。これまでの取組内容を踏まえ、式田の魅力を活かせるツアー内容を地域
住民自らが考え、主体的に運営を行った。当日は、秋田市内外から１７組４７名の親子が参加して、稲刈
りやおにぎり作りを通して式田の魅力に触れた。

式田の魅力を地域外へ伝える 「式田地区体験ツアー」
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。
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が
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て
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。
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「
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し
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れ
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「
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念
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少
し
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っ
て
帰
り
た
い
。
」

稲刈後の昼食、おにぎり作り体験と交流会２
式田式田の新米でおにぎり作りを体験。地元食材を使った豚汁や漬物名人・三浦さんの漬物も一緒に味わいま
した。新波地区からは、あまざけらぼの打矢さんが参加され、式田の新米を使った甘酒もふるまわれました。
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